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 文京区アカデミー推進計画は、生涯学習、文化芸術、スポーツ、観光、国際交流

という５つの分野に関する施策を推進していくための計画である。 

現在の計画は、平成 28年度より５年間を計画期間としており、令和２年度に改定

を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、改定を令和３年度に

延期した。そのため、今年度は、例年実施している事業の実施状況や課題等の点

検・評価を行った。 
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第１章 事業の点検・評価の考え方 

１．概要 

事業の点検・評価は、令和元年度に実施した事業を対象として、分野別に次の２つの視点から行

った。 

①主要な事業の実施状況の点検及び成果に対する評価 

②分野別目標に対する事業を通じた達成状況 

 

２．体制と手法 

（１）点検・評価の体制 

点検・評価は、学識経験者、関係団体及び区民等で構成するアカデミー推進協議会にて実

施した。 

 ■令和２年度 文京区アカデミー推進協議会経過 

会議名 開催日 主な検討内容 

第１回アカデミー推進協議会分野別分

科会 

令和２年11月25日 

（書面開催） 

各分野の点検・評価について 

第１回アカデミー推進協議会 令和２年12月18日 

（書面開催） 

協議会としての点検・評価について 

 

（２）点検・評価手法 

協議会に「生涯学習・文化芸術分科会」「スポーツ分科会」「観光・交流分科会」の３つの分科

会を設置し、５つの分野について分野別目標ごとに点検・評価を行った。 

点検・評価は、令和元年度に実施した主要な事業（主にアカデミー推進計画事業、基本構想

実施計画事業、令和元年度重点施策対象事業など）の実績調査結果及び事務局が作成した

点検・評価を資料配付し、主要な事業の成果に対する評価について意見を聴取した。 

分野別目標に対する事業を通じた達成状況については、各分科会の座長が総括して点検・

評価を行った。 

各委員から出された意見・要望及び座長の意見等について第１回協議会に報告し、令和元

年度事業の点検・評価とした。 

 

３．新型コロナウイルス感染症の影響について 

現在、世界的に流行している新型コロナウイルスは、令和 2 年 1 月以降日本でも感染が拡大して

おり、今もなお、新規感染者数は増加している状況である。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、文京区アカデミー推進計画が包含している５つの分野

の事業にも中止または縮小など深刻な影響を及ぼしている。そのため、令和元年度事業の点検・評

価にあたっては、新型コロナウイルス感染症の影響を加味して行うこととする。 
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第２章 生涯学習分野の点検・評価 

１．対象事業 

（１）生涯学習分野における主要な事業 

分野別目標１  

いつでも、どこでも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実 

アカデミ

ー計画 

実施計画

事業 

重点

施策 

1 文京アカデミア講座 ○ ○  

2 文京いきいきアカデミア講座 ○ ○  

3 企業等連携講座（メセナ講演会） ○ ○  

4 大学プロデュース特別公開講座（学長講演会） ○ ○  

5 資格取得キャリアアップ講座 ○   

6 大学連携による各種事業 ○ ○  

7 大学連携による附属図書館の区民開放 ○   

8 視聴覚資料等の貸出 ○   

9 「文の京」施設予約ねっとシステム ○   

10 区内大学学長懇談会の実施  ○  

11 保育室の設置及び手話通訳者の配置 ○   

12 文京 e-ラーニング ○   

13 夜間・休日の講座開設 ○   

14 生涯学習の相談 ○ ○  

15 地域資料の充実 ○   

16 図書館サービスの充実 ○   

17 小石川図書館の改築の検討  ○  

分野別目標２ 一人ひとりの学びの成果を活かす機会の提供・充実    

18 文京区生涯学習サークル連絡会の支援 ○   

19 生涯学習フェア ○   

20 区民プロデュース講座の企画支援 ○   

21 人材育成のための講座 ○ ○  

22 各種講座・展示会の企画への起用 ○ ○  

23 学習支援者スキルアップ講座 ○ ○  

24 「文京バックアッパーズ」～大学生ボランティアのススメ～  ○  

分野別目標３ 学びの継続を通じたまちづくり    

25 サークル活動の広報 ○   

26 ふれあいサロン ○ ○  

27 社会教育関係団体登録制度による活動支援 ○   

28 文京お届け講座 ○   

29 「文京学」講座 ○   

30 区民プロデュース講座 ○   
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（２）分野別事業数 

主要事業及びその他区が実施する各分野別の事業数は、以下のとおり（再掲事業を含む）。 

分野別目標 主要事業 その他の事業 

【分野別目標１】  

いつでも、どこでも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実 
17事業 68事業 

【分野別目標 2】 

一人ひとりが学びの成果を活かす機会の提供・充実 
7事業 34事業 

【分野別目標 3】 

学びの継続を通じたまちづくり 
6事業 44事業 
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２．主要な事業の成果に対する評価 

（１）分野別目標１ いつでも、どこでも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実  

 

【取組状況の評価】 

①生涯学習相談窓口の周知 

  生涯学習に関する相談のほか、区民プロデュース講座の企画相談窓口としても位置付け、

機能強化するとともに、令和元年度は（公財）文京アカデミーの情報紙「スクエア」に4回掲載し、

窓口の周知が図られている。 

 《関連事業 14、20》 

②学習機会の情報集約・周知 

   区の実施する講座等の事業については、生涯学習施設に限らず、様々な施設での広報物

の配布や、掲示板やコミュニティバス等での掲示も行い、広く区民へ周知することができている。 

③講座ニーズの把握 

区報や各所管課が作成するチラシやパンフレットにより、区の関係する講座やイベントなどの

情報のほか、区内の大学や文化施設だけでなく、隣接区が会場となる講座や催事に関するチ

ラシやパンフレットも積極的に収集し、相談窓口で活用されている。 

④文の京施設予約ねっとシステムの改善 

令和2年4月より、新たに地域活動センター等21施設に施設予約ねっとシステムを導入するた

めの準備を行い、施設利用の利便性向上につなげられている。 

 《関連事業 9》 

  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①生涯学習相談窓口の周知 

   相談窓口の開設日時・場所等について、区民に対して適切に周知する必要がある。また、職員へ

の周知も図り、相談希望者を適切に相談窓口に案内する体制を整えられたい。 

②学習機会の情報集約・周知 

区が実施する講座だけでなく、民間等が区内で実施する講座情報も集約し、まとめて区民に情報

提供することで、学習機会への参加促進につなげることができる。特に社会人や子育て世代など、事

業に参加したことがない人に対する広報として、子どもの集まる児童館等での広報物の配布や庁舎

内のデジタルサイネージの活用も検討されたい。 

③講座ニーズの把握 

平成 30年度は、講座受講時に保育室の利用希望者がいなかったことから、子育て世代がどのよう

な時間帯に、どのような講座を求めているのか、ニーズを把握した上で、講座を企画していく必要が

ある。 

④文の京施設予約ねっとシステムの改善 

文の京施設予約ねっとシステムについては、システムの使い勝手に関して、以前より課題が認識さ

れている。システム更新時には、より簡単に利用できるように改善を期待する。 
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【課題と今後の対応・方向】 

（１）多様な講座や学習機会の提供・充実 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により導入したオンライン講座と、従来の対面型講座の

特長を活かして、多様な学習機会の提供に努める必要がある。 

（２）学習・活動ができる環境の提供 

区内大学と連携した講座の実施にあたって、19大学の特色や専門性を活かしたテーマや内

容とするため、大学と情報を共有しながら調整を行うことが必要である。オンラインで学習活動

に取り組む人への支援も検討されたい。 

（３）あらゆる立場の人たちに対応した学習支援の充実 

人々のライフスタイルの変化に対応するとともに、今まで生涯学習活動への参加が少なかっ

た世代に対し、庁内の関係課と連携してニーズを把握し、各種講座・講演会や生涯学習の情報

の提供を行う必要がある。 

（４）地域の学習拠点としての図書館づくり 

文京区立図書館改修等に伴う機能向上検討委員会の報告を受け、小石川図書館と竹早公

園の一体的整備について検討が開始される。また、機能向上の方策の一つとして、新型コロナ

ウイルス感染拡大に伴い、必要性が高まった電子書籍を導入するとともに、「文の京デジタル文

庫」のさらなる充実が必要である。 

 

【参考事業】 

■事業１ 文京アカデミア講座 

  

区民の学習を支援するため、地域、文学、歴史・社会、自然科学、芸術、くらし、語学、健康・スポ

ーツなど、バラエティに富んだ講座を提供する。 

事業実施内容 事業実績 

文京アカデミア講座 83講座  

外国人おもてなし英会話講座 5講座 

魚のおろし方教室 2講座 

パソコン講座 4講座8コース 

夏休み子どもアカデミア講座 12講座 

当初予定数 3,219人 

実績数（※） 3,288人（3,379人）（3,096人） 

申込数 4,886人 

成果 課題 

年間を通して、バラエティに富んだ講座を提

供することができ、アンケートにおいて受講生

から高い講座満足度を得られた。 

講座修了生と区内サークル活動との連携によ

り、生涯学習の継続のきっかけづくりを行っ

た。 

アカデミアサポーターの協力により、充実した

講座運営が実施できている。 

一部にアンケートの満足度は高いにもかかわら

ず、定員に満たない講座があった。 

課題解決に向けた取組 

講座内容やPR方法を工夫するなど、引き続き効果

的な広報を行っていく。 

実績数（※）欄には、左から、令和元年度3,288人、（平成30年度3,379人）、（平成29年度3,096人）を記載 

以下同じ 
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■事業9 「文の京」施設予約ねっとシステム 

事業概要 

利用者サービス及び操作性向上の機能を持った予約ネットシステムの活用により、施設利用者へ

のさらなる利便性向上を図る。 

事業実施内容 事業実績 

施設予約ねっと登録者数（R2.3.31時点） 

7,274団体（個人利用を含む） 

導入施設数：24施設（令和2年4月より45施設） 

当初予定数 － 

実績数 24施設（24施設）（24施設） 

申込数 － 

成果 課題 

令和2年4月より、新たに地域活動センター

等21施設に施設予約ねっとシステムを導入

するための準備ができた。 

 

新規利用希望者などから、施設の使用料の支払

いの際、ゆうちょ銀行での口座振替やクレジットカ

ードでの取り扱いを求める意見があった。 

課題解決に向けた取組 

令和2年度秋からゆうちょ銀行での口座振替を開

始する。また、クレジットカード等窓口のキャッシュ

レス化については、令和3年度中の施設予約ねっ

とシステムの更新と併せて検討していく。 

 

 

（２）分野別目標２ 一人ひとりの学びの成果を活かす機会の提供・充実 

 

【取組状況の評価】 

①区民プロデュース講座の周知 

 区民プロデュース講座の募集時期に合わせ、（公財）文京アカデミーの情報紙「スクエア」に企

画が採用された方のインタビュー記事を掲載し、企画応募を促している。また、受講者向けパン

フレットでは、区民プロデュース講座のページを設け、講座の趣旨を含めて積極的に周知して

いる。 

 《関連事業 20》 

  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①区民プロデュース講座の周知 

社会人など、日中に時間を取れない人も含めたより多くの人に企画を提案してもらうためには、申

込み要件の見直しも視野に入れる必要がある。また、自ら講座を企画し、実施することと、区民プロデ

ュース講座として講座を実施することの違い（メリット）を、区民に対して明確に伝えていくことも必要で

ある。 

②文京バックアッパーズの活用 

経費に対して実績が伸びていない。Web サイトのメインターゲットである大学生に向けて情報を届

けるため、大学生の情報感度に合わせた情報の発信、コンテンツの制作が必要である。 
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②文京バックアッパーズの活用 

区内在学の大学生に、区のボランティア事業に参加した体験を活かして、Webサイトに掲載

するコンテンツ作成やSNSでの事業PRを行ってもらうことで、文京区の魅力を学生の視点で発

信することができている。 

 《関連事業 24》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）主体的な活動を支える仕組みづくり 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、生涯学習サークル連絡会公開講座な

どの各種自主学習活動を支援していくことが必要である。 

（２）活動成果披露の場の充実 

新型コロナウイルス感染拡大による学習活動の制約が予想される中で、安心・安全に日頃の

学習成果を発表できる場を提供する必要がある。また、区民プロデュース講座は、より幅広い分

野の講座を提供するための人材発掘や、提案者のスキルや知識を受講者にしっかり伝えるた

めの支援が必要である。 

（３）人材育成・活用の推進 

平成18年度に生涯学習司、地域文化インタープリター、アカデミアサポーターの人材育成講

座が始まって以来、有資格者は580人（延べ人数）にのぼる。近年、応募が減少傾向にあるため、

生涯学習をサポートする新たな人材の育成とともに、スキルアップ及び相互の連携協力を促す

支援が必要である。 

 

【参考事業】 

■事業２０ 区民プロデュース講座の企画支援 

事業概要 

区民プロデュース講座企画者の負担を軽減し、企画を支援するための取り組みを実施する。 

事業実施内容 事業実績 

企画書の書き方をわかりやすく解説した記入

例を配布 

生涯学習相談窓口で生涯学習司による企画

相談を実施 

当初予定数 － 

実績数 40件（54件）（50件） 

申込数 － 

成果 課題 

様式の統一化と生涯学習相談窓口での企画

相談受付等、区民プロデュース講座の企画

支援は充実してきている。 

区民プロデュース講座の募集時期が新型コ

ロナウイルス感染症の拡大時期（3月）に重な

ったため、相談件数が伸びなかった。 

企画内容が生涯学習講座にそぐわなかったり、一

定のジャンルに偏る企画になることがある。 

課題解決に向けた取組 

提案された講座内容をブラッシュアップするととも

に、生涯学習司等と協力し、多様なジャンルの人

材発掘を図る。 
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■事業24 「文京バックアッパーズ」～大学生ボランティアのススメ～ 

事業概要 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、区内在住・在学の大学生等のボラ

ンティア活動への気運醸成を図るため、WEBサイトを開設・運営する。 

事業実施内容 事業実績 

バックアップ情報新規2件 

バックアッパーズ紹介4件 

バックアップラボコンテンツ5件 

当初予定数 － 

実績数 11件（50件）（－） 

申込数 － 

成果 課題 

区内大学生等に向けて、区事業のボランティ

ア情報を発信し、ボランティアの参加につな

げることができた。 

また、学生に区事業等に参加した感想等をＳ

ＮＳで発信してもらうことにより、区内大学生

等に区の魅力を発信できた。 

事業終了 

課題解決に向けた取組 

事業終了 

 

 

（３）分野別目標３ 学びの継続を通じたまちづくり 

 

【取組状況の評価】 

①文京お届け講座の広報 

区ホームページや区報等で、区民に周知することにより、令和元年度の講座参加者は、前年

度より40人増加し、認知度が上がってきている。 

 《関連事業 28》 

②ＮＰＯや市民団体等の活用 

区や指定管理者以外に主体的な活動を行う団体として、社会教育関係団体をはじめ、区内

を拠点とする団体に対する支援の拡充が必要である。 

 《関連事業 27》 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①文京お届け講座の広報 

文京お届け講座について、ホームページや区報等で、区民に対して広く情報発信するだけでな

く、生涯学習団体などの団体に、直接広報を行うことも効果的だと考えられる。 

②ＮＰＯや市民団体等の活用 

ＮＰＯや市民団体等が主体となり、地域アカデミーを活用して区民向けの講座を実施した場合、補

助金を出すような仕組みを作るなど、区や指定管理者以外の外部資源の活用を検討が必要であ

る。 

③庁内の生涯学習情報の集約・発信 

他部署での生涯学習的な取り組みは、直接行政課題につながるものも多く、まちづくりにもかかわ

る内容である。個々に情報発信するのではなく、生涯学習に関する取り組みとして情報を集約し、ま

とめて提供することが必要である。 



9 

③庁内の生涯学習情報の集約・発信 

庁内の情報集約には至らなかったが、個々の事業については、区報やチラシなどの紙ベー

スの媒体に加え、ホームページやSNSを活用した情報発信が行われている。 

 《関連事業 25》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）学びを通じた交流・仲間づくりの推進 

社会教育関係団体の活動やふれあいサロンにおいて、区民が交流し、学び合う機会は創出

されているが、学びで得たことを継続的かつ自主的に地域に還元する仕組みが必要である。 

（２）地域で支える学習環境の充実 

社会教育関係団体について、団体の実態と活動状況を把握し、自主的な活動を希望する区

民に対して、具体的な情報提供に努められたい。 

（３）学び合いとまちづくりにつながる学習の推進 

文京お届け講座について、78講座のラインアップに対して、実施講座数は23件と少なく、より

多くの区民に活用してもらうための周知が必要である。また、新型コロナウイルス感染防止対策

のため、オンラインでの実施も推進されたい。 

 

【参考事業】 

■事業27 社会教育関係団体登録制度による活動支援 

事業概要 

区民の自主的な文化・スポーツ・学習活動を促進するため、一定の要件を満たす団体を社会

教育関係団体として登録し、施設の優先利用や利用料金の減免などを行うことで、その活動を

支援する。 

事業実施内容 事業実績 

登録団体数 1,159団体 

（内訳） 

  生涯学習   642団体 

  スポーツ   517団体 

当初予定数 － 

実績数 
1,159団体（1,128団体）(1,103団

体) 

申込数 － 

成果 課題 

登録団体名簿の関連施設への配架、ホームペ

ージへの掲載により、登録団体を広く周知し、区

民の自主的な活動の促進につながった。 

活動休止や代表者等変更など、区が把握する

団体情報と実態が一致しない場合がある。 

課題解決に向けた取組 

団体の活動状況を毎年度報告してもらうことで、

団体の実態と活動状況を把握し、自主的な活動

を希望する区民に対し、具体的な情報提供に努

める。 
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■事業28 文京お届け講座  

事業概要 

地域の団体の要望に応じて、区政情報を提供することで、区民の自主的な学習活動を支援すると

ともに、区の職員が講師となることで、職員の意識改革と住民との協働関係の醸成を図る。 

事業実施内容 事業実績 

計23件 参加者計1,232人 

【実施した主な講座名】 

「がん検診について」、「健康に関すること」、

「感染症の予防について」、「文京ふるさと歴

史館について」、「えほんがすき！読み聞か

せの手引き」など 

当初予定数 － 

実績数 1,232人（1,192人）（1,685人） 

申込数 － 

成果 課題 

区民の自主的な学習活動を支援し、区の施

策等への理解を促進することができた。 

全78講座に対して、実施講座数は23件であり、より

幅広く区民に利用してもらうための周知や実施方

法の検討等が必要である。 

課題解決に向けた取組 

区報・ホームページや各種団体への積極的な周知

と併せ、オンラインを活用した講座の開催なども推

進していく。 
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３．分野別目標に対する事業を通じた達成状況 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者）  

生涯学習・文化芸術分科会座長 田中 雅文 

 

① 分野別目標１ いつでも、どこでも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実 

多様な学習機会の提供については、毎年のことながら非常に充実した事業提供を行っている。

それらの学習機会の周知についても、様々なメディアを活用しながら充実した広報活動を実践し

ている。今後は、オンラインを活用した講座の拡充、ＳＮＳや口コミによって区民同士の間で評判が

流通するような仕掛け、あらゆる区民層に対する学習事業の提供の充実が求められる。 

 

② 分野別目標２ 一人ひとりの学びの成果を活かす機会の提供・充実 

学びの成果を活かす機会の提供として、区民プロデュース講座については、先進的な事業とし

て定着していると思われる。今後は、学習成果の披露をオンラインで行う仕組みを整えること、生涯

学習司、地域文化インタープリター、アカデミアサポーターといった人材たちが互いに学び合える

ようなコミュニティの形成を促すことが期待される。 

 

③ 分野別目標３ 学びの継続を通じたまちづくり 

学びを通じた交流・仲間づくり、学び合いとまちづくりにつながる学習の推進については、文京

お届け講座への参加者が増加したものの、学びを通じた区民同士の交流、学んだ成果を地域の

さまざまな活動で活かすための仕組みなど、学ぶこととまちづくりの関係をさらに充実させる必要が

ある。 

 

④ 分野の総評 

多様な学習機会の提供については、例年どおり充実した活動を実践している。今後は、外国

人・障害者などの学習活動を支援することによって、あらゆる人たちが平等に生涯学習の場を確

保できるような後押しが必要である。また、ＮＰＯ等の市民団体との連携、学習成果の活用の活発

化により、学習活動とまちづくり活動の相乗効果を高める方策を整えていくことが必要である。 
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第３章 スポーツ分野の点検・評価 

１．対象事業 

（１）スポーツ分野における主要な事業 

分野別目標１ スポーツを身近に感じる機会の拡充 アカデミ

ー計画 

実施計画

事業 

重点

施策 

1 初心者向けスポーツ教室 ○   

2 小・中学生向けスポーツ教室 ○   

3 親子向けスポーツ教室 ○   

4 体育の日事業 ○   

5 東京 2020大会 カウントダウンプログラム  ○  

6 オリンピック・パラリンピックこども新聞  ○  

7 BUNKYO2020「文の京めぐり」   ○ 

8 カウントダウンラグビーワールドカップ 2019 ストリートラグビー体

験 

  ○ 

9 あすチャレ！運動会「誰もが主役で参加できる運動会を作ろ

う」 

  ○ 

10 スポーツ・パブリックビューイング ○   

11 読売巨人軍との協定に基づく事業の実施 ○ ○  

12 文京 LB レディース支援事業 ○   

13 日本サッカー協会との協定に基づく事業の実施 ○ ○  

14 地域のスポーツ団体等との連携による事業展開 ○ ○  

分野別目標２  

いつでも、どこでも、だれでも気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 

   

15 地域スポーツ団体の支援・育成 ○   

16 個人利用のためのスポーツ施設の開放と指導員によるアド

バイス 

○   

17 各種区民スポーツ大会等の開催 ○   

18 文京区表彰要綱に基づく顕彰事業 ○   

19 オリンピック・パラリンピック気運醸成補助金  ○  

20 アウトドアスポーツ事業 ○   

21 ジュニア・アスリート育成事業 ○   

22 シニア向けスポーツ教室 ○   

23 着衣泳講習会 ○   

24 スポーツ指導者地域派遣  ○  

25 スポ・レクひろば ○   

26 障害者のスポーツ施設利用促進事業 ○   

27 障害者スポーツ体験教室 ○   

28 障害者スポーツ指導員資格取得の支援 ○   

分野別目標３ スポーツ活動を支える環境の整備    

29 スポーツ施設の整備と活用促進 ○   

30 六義公園運動場管理棟等の改築 ○   

31 まるごと子育て応援未就学児童の遊び場開放事業 ○   
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32 学校施設の活用 ○   

33 スポーツ交流ひろばの充実 ○ ○  

34 スポーツ推進委員会活動への支援 ○   

35 スポーツ推進委員・スポーツリーダー等の委嘱 ○ ○  

36 スポーツ指導者の育成 ○ ○  

37 スポーツ指導者派遣 ○ ○  

38 スポーツボランティアの養成 ○ ○ ○ 

39 スポーツボランティア情報の発信 ○   

40 スポーツ交流ひろば通信の発行 ○   

41 地域スポーツ情報の提供 ○   

42 各種メディアとの連携推進 ○   

分野別目標４ スポーツ活動を通じた仲間づくりと交流    

43* 社会教育関係団体登録制度による活動支援 ○   

44* スポーツ交流ひろばの充実 ○ ○  

45* スポーツボランティアの養成 ○ ○  

46 カイザースラウテルン市長杯文京区少年サッカー大会 ○   

47* 親子向けスポーツ教室 ○   

48 ニュースポーツ教室・大会 ○   

  *がついている事業は再掲 
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（２）分野別事業数 

主要事業、主要事業を除き区が実施する各分野の事業数は、以下のとおり（再掲事業を含む）。 

分野別目標 主要事業 その他の事業 

【分野別目標１】 

スポーツを身近に感じる機会の拡充 
14事業 2事業 

【分野別目標2】 

いつでも、どこでも、だれでも気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 
14事業 9事業 

【分野別目標3】 

スポーツ活動を支える環境の整備 
14事業 10事業 

【分野別目標4】 

スポーツ活動を通じた仲間づくりと交流 
6事業 0事業 
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２．主要な事業の成果に対する評価 

（１）分野別目標１ スポーツを身近に感じる機会の拡充  

 

【取組状況の評価】 

①事業参加後の継続的なスポーツ活動の支援 

従来の初心者向けスポーツ教室に加え、各団体等との協働により、「あすチャレ！運動会」や

「BUNKYO RUGBY DAY」等の新たな競技に触れられる取組を実施し、区民が自主的・自発的

にスポーツに触れられる機会が提供されている。 

《関連事業 2、3、8、9、10、11》 

②地域のスポーツ団体等との連携による事業展開 

各スポーツの関連団体と連携し、経験者向けのバスケットボールクリニックが実施されたほか、

ランニングクリニックにおいては、初心者コースに加えステップアップコースが設置されるなど、

継続してフォローアップが実施されている。東京2020大会に向けては、オリンピック・パラリンピッ

クこども新聞事業を各号10万部発行し、新聞折込により配布するなど幅広く周知されている。 

《関連事業 5、6、7》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）スポーツの楽しさを知る機会の創出 

若年層のスポーツ機会の拡充や高齢者でも取り組めるスポーツ教室の実施等、ライフステー

ジやライフスタイルに応じ、すべての人がスポーツに親しめる機会を確保するため、スポーツの

楽しさや価値を実感できる取組を進める必要がある。また、「見る」「支える」スポーツ環境のさら

なる充実に向けて、ボランティアへの区民参加の促進や、スポーツ指導者の養成等を進めるこ

とにより担い手の安定的な確保と技術向上や知識の深化を図られたい。 

（２）スポーツ観戦の場と機会の拡充 

ホームページ等で協定締結団体や区ゆかりのチームの観戦・応援イベント等の一層の周知

を図り、スポーツの魅力と得られる感動の共有を促進されたい。東京2020大会期間中は、コミュ

ニティライブサイト等の実施により、区民が一体となって大会の感動と興奮を共有できるよう努め

られたい。 

 

 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①事業参加後の継続的なスポーツ活動の支援 

「初心者向けスポーツ教室」について、参加者が教室終了後も競技を継続できる仕組みが必要で

ある。各スポーツの関連団体と連携しながら、モチベーションを保つための取り組みについて検討す

る必要がある。 

②地域のスポーツ団体等との連携による事業展開 

親子で参加できる初心者向け教室が中心だが、継続してスポーツを行いたい参加者へのフォロ

ーアップ教室等があるとよい。親子向けということで、区報掲載及び学校等へのチラシ配布が主な広

報であるが、幅広い年代に周知する異なる手法がないか、検討する必要がある。 
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（３）プロスポーツ等団体との連携・協力 

東京2020大会に向けて、高まってきたスポーツへの関心が一過性のものとならないよう、引き

続き関係団体と協力し、障害者スポーツなどの普及や理解の促進に努められたい。また、区民

がボランティア参加で培った「支える精神」や、ホストタウン事業を通じて生まれた国際理解など

を、大会後もレガシーとして継承できるよう努められたい。 

 

【参考事業】 

■事業９ あすチャレ！運動会「誰もが主役で参加できる運動会を作ろう」 

事業概要 

日本財団パラリンピックサポートセンターが実施するプログラム「あすチャレ！運動会」を活用し、パ

ラリンピック種目を含む様々な競技を体験する場を提供する。 

事業実施内容 事業実績 

年齢や性別、体力差、障害の有無等に関わること

なく、パラスポーツを通して、誰もが楽しい時間を共

有しながら、チーム間のコミュニケーション、結束力

等を醸成する運動会『あすチャレ！運動会』。 

＜実施内容＞ 

・シッティングバレーボール ・ゴールボール  

・車いすポートボール ・車いすリレー 

当初予定数 100人 

実績数 71人（－）（－） 

申込数 － 

成果 課題 

障害者にとってのバリア（障壁）への気付きやコミュ

ニケーション・チームプレーの大切さ等を共有し、参

加者全員で協力し合いながら運動会を作り上げた

ことで、スポーツを通じて障害への理解を深めること

ができた。参加者数：71人 

障害者スポーツの知名度向上や競技の魅力

を発信していく必要がある。 

課題解決に向けた取組 

障害者スポーツを体験・理解できる機会の提

供となるよう、様々な競技団体との連携を強

化する。 
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■事業６ オリンピック・パラリンピックこども新聞 

事業概要 

オリンピック・パラリンピックを多角的に捉え、選手や競技紹介、大会開催に関わる人々や仕事、国

際大会が及ぼす影響など、様々な視点からこどもたちが感じ、学んだことを紙面を通じて伝える。 

事業実施内容 事業実績 

年間2回、各号約10万部を発行した。 

第7号(8月27日) 

BUNKYO RUGBY DAY、JOCオリンピック教室郊

外編、日本×ドイツ親善交流演奏会、和太鼓グル

ープ「鼓童」、「いだてん」トークショー、Let's 55、

国際女性会議WAW!、パラ応援コンサート等 

第8号(12月27日) 

ハンドボール女子日本代表、第11回太田雄貴フ

ェンシング大会、パラバド イギリス代表、パラ1年

前、パラアーチェリー永野美穂選手、文京シビック

柔道教室、男子チアSHOCERS、文京クリスマスマ

ーケット2019等  

当初予定数 － 

実績数 

こども記者及び編集サポーター

登録数 

82人（100人）（70人） 

申込数 － 

成果 課題 

オリンピック・パラリンピックの、スポーツとしての側

面だけでなく、国際交流や文化等についても、子

どもたちの言葉を通じて発信することにより、保護

者や区民から理解を得ることができた 

昨年よりこども記者の登録者数が減り、また 

記者の記事作成をサポートできる編集サポー

ターも不足している。 

課題解決に向けた取組 

連絡会議の場で周知を図るなど、事業の認知

度を高めることにより、区立小・中学校や区内

大学と連携を強化し、こども記者及び編集サ

ポーター登録者数の増加を図る。 
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（２）分野別目標２ いつでも、どこでも、だれでも気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 

【取組状況の評価】 

①地域スポーツ団体からの依頼種目の拡充 

新たな競技種目実施など様々な要望に対し、競技力の向上や健康維持、豊かなスポーツラ

イフの実現のため、スポーツ推進委員等と協議し、柔軟に対応されている。 

《関連事業 24》 

②障害者スポーツ体験教室の実施 

ブラインドサッカーや車いすバスケットボールなどの各団体と連携し、体験会や研修等を実施

することにより、誰もが気軽に楽しむことのできる障害者スポーツの普及振興に取り組んでいる。

今後も、障害者スポーツの紹介や体験機会の充実、誰もが一緒に楽しめる機会の提供に努め

られたい。 

《関連事業 27》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）スポーツを楽しむ人を増やす事業の展開 

だれもが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツを楽しめる環境の更なる整備に向けて、ト

ップアスリートを身近に感じることのできる機会を提供するほか、講習会や相談事業などを積

極的に展開するなど、スポーツへの関心を喚起する必要がある。 

（２）多様なニーズに対応するプログラムの提供 

    競技志向や娯楽志向等のニーズを把握し、体育協会及びスポーツ推進委員等とともに、今

後注力していくべき競技の確認や、質の高い技術・技能を有する指導者の養成と確保と合わ

せ、中長期的な目標に基づいた継続性ある計画的なプログラムの提供も必要である。 

（３）スポーツをともに楽しむ意識の醸成 

ウォーキングやボッチャなどの、性別、年齢等に関わらず、誰もが幅広く参加できるスポーツ

の積極的な普及と推進に努められたい。 

（４）障害者スポーツの普及振興 

障害者スポーツに触れることは、社会や日常の中で障害者が抱えている悩みや課題につ

いての気付きにつながり、障害者への理解と共生社会の実現に大変有意義であることから、

引き続き、各競技団体と連携し、障害者スポーツの紹介や体験機会の充実、誰もが一緒に楽

しめる機会の提供に努められたい。 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①地域スポーツ団体からの依頼種目の拡充 

「地域スポーツ団体の支援・育成」について、スポーツ推進委員やスポーツリーダーに派遣依頼の

ある競技種目に偏りがあるため、指導可能な競技種目について地域団体に周知する必要がある。 

②障害者スポーツ体験教室の実施 

障害者スポーツ教室については、応募者が定員を充足しない場合があるので、周知先を再考し、

障害者スポーツに関心がある層に確実に情報を届ける必要がある。また、日本財団パラリンピックサ

ポートセンター解散後においても障害者スポーツ教室を維持するため、各競技団体との連携を保持

する方策を検討しなければならない。 
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【参考事業】 

■事業２４ スポーツ指導者地域派遣  

事業概要 

区民の自主的なスポーツ・レクリエーション活動を促進し、スポーツ・レクリエーション活動を行う団体

を育成する。 

事業実施内容 事業実績 

派遣件数：127単位 

・スポーツ推進委員：69単位 

・スポーツリーダー：58単位 

※派遣回数：1団体につき年間4単位（1単位2-3

時間程度） 

当初予定数 － 

実績数 127単位（124単位）（126単位） 

申込数 127単位 

成果 課題 

昨年度に比べわずかながらであるが、派遣単位

数が増加し、新規団体からの申請も増加した。 

実績が少ない競技への派遣を増加させるため、

周知に注力する必要がある。 

課題解決に向けた取組 

区ホームページ、SNS等を有効に活用し、認知

度を高めるほか、社会教育関係登録団体への

情報提供や各種事業実施時等においても、本

制度を周知する。 

 

■事業２７ 障害者スポーツ体験教室  

事業概要 

障害の有無に関わらず、スポーツを楽しむ機会を確保するため、様々な障害者スポーツを「する」

「観る」事業を実施する。 

事業実施内容 事業実績 

スポーツ指導者を対象とした車いすバスケットボ

ールボール体験や、日本ブラインドサッカー協

会と協働で、ブラインドサッカー東日本リーグの

試合観戦及びユニバーサルスポーツ体験を実

施した。 

また、日本サッカー協会、TOKYOUNITED FC

及びfree bird mejirodaiと連携し、「文京サッカー

チャレンジDay」を開催し、ブラインドサッカー及

びウォーキングサッカーの普及振興を図った。 

当初予定数 － 

実績数 3事業（5事業）（4事業） 

申込数 － 

成果 課題 

スポーツ指導者向けの体験会を通じて、指導者

としての障害者スポーツへの関わりを考える契

機となった。 

また、試合観戦や各種体験会を通じて、老若男

女を問わず幅広い区民に、障害者スポーツの

魅力を伝えることができた。さらに、参加者一人

ひとりが、障害者が日常生活で直面する障壁や

抱える悩みに対して気付きを得、考え行動する

契機となった 

例年、障害者スポーツ事業は、内容にかかわら

ず参加者を確保するのが難しい。興味関心を引

く事業内容・周知方法を工夫する必要がある。 

課題解決に向けた取組 

今後、参加者へのアンケートの実施等により、ニ

ーズや状況を把握し、事業内容や周知につい

て検証・改善していく。 
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（３）分野別目標３ スポーツ活動を支える環境の整備 

 

【取組状況の評価】 

① スポーツ活動を支える人材の育成・確保 

地域でのスポーツ活動の核となるスポーツ推進委員について、各団体に推薦を依頼し、意欲

的かつ安定的に活動できる人材が確保されているが、更なる確保に向けて、引き続き、各団体

に多面的にアプローチする必要がある。 

また、指導者養成講座やボランティア養成講座の実施等により、経験や知識の補填・改善の

機会の充実を図っている。 

《関連事業 34、35、36、37、38》  

② スポーツ施設の環境整備（新規） 

 既存施設の適正な維持管理のほか、だれもが安全で快適にスポーツを楽しむことができるよう、

老朽化した屋外スポーツ施設の環境改善として、六義公園運動場管理事務所棟の改築工事を

着工した。平成30年度に改修したスポーツセンターをはじめ屋内スポーツ施設や学校施設は、

引き続き区民の身近なスポーツ活動の場として活用されている。 

《関連事業  29、30、32、33》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）気軽にスポーツを楽しめる環境の整備 

区民の健康意識を高めていくため、子育て世代、高齢者等、各年代のライフスタイルに応じ

た細かなアプローチについて検討が必要である。また、老朽化した屋外スポーツ施設整備をさ

らに進められたい。 

（２）スポーツ指導者等の育成と確保、技術の強化 

競技力向上や競技の裾野拡大等に向けて、各競技団体やスポーツ推進委員等とさらに連

携して、中長期的な視点から目標を定め、計画的なプログラムによる研修会等を通じ経験や

知識の向上に努められたい。 

（３）スポーツボランティア等の活動支援 

スポーツ推進委員やスポーツボランティア等の活動が、継続的・持続的となるよう、区内大

学や各団体との連携を図り、活動機会を積極的に提供していく必要がある。 

（４）スポーツに関する情報の発信と相談体制の整備 

区広報課や各所管課とも連携し、HP・CATV・ＳＮＳ等の様々な広報媒体による適時適切な

情報発信に努めるとともに、区内の特色あるスポーツ団体や大学のもつ高度な情報やノウハウ

を活用するためのネットワーク構築、また、ライフスタイルに合わせ、いつでもどこでもスポー

ツに親しめる動画の配信等も検討されたい。 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①スポーツ活動を支える人材の育成・確保 

スポーツ推進委員については、今後も積極的な活動を継続する必要があることから、意欲があり、

継続的に活動できる人の確保に努められたい。また、スポーツリーダーは、地域でのスポーツ活動

を支える重要な役割を担っている。現在活動している人の意向をくみ上げ、育成を進めてほしい。 
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【参考事業】 

■事業３５ スポーツ推進委員・スポーツリーダー等の委嘱 

事業概要 

スポーツ推進委員やスポーツリーダー等を委嘱する。 

事業実施内容 事業実績 

〇委嘱人数 

・スポーツ推進委員（定員33） 31名 

【内訳】体協加盟団体・健全育成会等からの推

薦：23名、公募：8名                  

・スポーツリーダー(定員なし、体協加盟団体、

地域スポーツ団体等からの推薦) 39名 

当初予定数 72人 

実績数 70人（71人）（74人） 

申込数 70人 

成果 課題 

経験豊富なスポーツ推進委員やスポーツリーダ

ーが引き続き委嘱された。 

スポーツ推進委員は定員を満たしていないた

め、継続して適した人材の確保に努める必要が

る。 

課題解決に向けた取組 

推薦依頼先の団体・学校等に対して、より積極

的に働きかけるとともに、委員及び委員会の役

割や活動の効果的な広報に注力する。 

 

■事業３０ 六義公園運動場管理棟等の改築 

事業概要 

六義公園運動場の老朽化した管理事務所を、施設全体でバリアフリー化を図り、ミーティ

ングルーム、更衣室やだれでもトイレが整備された、だれもが安全で快適なスポーツを楽

しむことができる管理事務所棟に改築する。 

事業実施内容 課題 

改築期間：令和元年6月から令和3年1月まで 

改築内容：だれでもトイレの整備、エレベ

ーター設置等によるバリアフリー化、全館

空調（冷暖房）設備の整備等 

当初予定数  － 

実績数 － 

申込数 － 

成果 課題 

埋蔵文化財発掘調査や新型コロナウイルス感

染拡大防止対策の影響で工期が延長となった

が、仮事務所を設置し、仮囲いの中で工事をす

ること等、一部期間を除いて休場することなく、

工事が進んだ。 

小石川運動場、後楽公園少年野球場及び竹早

テニスコートの屋外施設について、グラウンドや

コート面等で老朽化が進んでいる。 

課題解決に向けた取組 

小石川運動場については、令和2年度にベンチ

シェルター及びベンチシートの設置や人工芝の

部分改修を行う予定である。 
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（４）分野別目標４ スポーツを通じた仲間づくりと交流 

【取組状況の評価】 

① スポーツボランティアの活動場所の拡充 

幅広い年代が登録しており、スポーツを支える活動や支援の役割を果たしており、また、区

外団体からの要請の基づき派遣するなど、その活動の裾野拡大や新たな活躍の可能性に繋

がっている。 

《関連事業 45》  

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１） スポーツを通じた仲間づくり 

仲間とスポーツを行うことは、体力維持や健康増進などに加え団結力や協調性も芽生え、

活動意欲の向上も期待できることから、社会教育関係登録団体への加入促進や情報発信に

努められたい。 

（２）スポーツを通じた交流 

性別や障害の有無にかかわらず、誰もがスポーツに親しめる機会を提供することで、世代間

や地域間交流を促進し、地域コミュニティの活性化に努められたい。 

 

【参考事業】 

■事業45 スポーツボランティアの養成 

事業概要 

「支えるスポーツ」の担い手として、スポーツボランティアを登録、養成、派遣する。 

事業実施内容 事業実績 

スポーツボランティア登録者数：157人 

令和元年度スポーツボランティア派遣人数：323

人 

スポーツボランティア養成講座受講者数：延べ

20人 

当初予定数 － 

実績数 
ボランティア従事者数 

延べ323人（472人）（300人） 

申込数 － 

成果 課題 

スポーツ事業・オリンピック・パラリンピック気運醸

成事業を中心に、従事を依頼した。また、区外

の自治体・ボランティア団体との連携により、区

内で実施していない競技スポーツへの派遣機

会が増加した。区内学校の生徒を中心に新規

のボランティア登録数が増加した。 

東京2020大会の気運醸成及び大会成功の一

助となるよう、より多くの事業への参加と、適した

人材を確保する必要がある。 

課題解決に向けた取組 

引き続き、区主催以外の事業にも派遣を積極的

に行うほか、効果的な事業周知の工夫とSNS等

により活動の露出を図る。 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①スポーツボランティアの活動場所の拡充 

「支える」スポーツの担い手としてのスポーツボランティアを、区が主催する事業だけでなく、区内

大学・団体や、区外で実施される各種のスポーツイベントに派遣することにより、東京 2020 大会の気

運醸成を図り、さらに大会後の活動につなげていく必要がある。 
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３．分野別目標に対する事業を通じた達成状況 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者）  

スポーツ分科会座長 青木 和浩 

 

① 分野別目標１ スポーツを身近に感じる機会の充実 

前年度の課題も踏まえた評価をすると、今年度も多彩な取り組みを実施し、参加者が多い点を

高く評価したい。さらに新聞事業を行い、様々な年代へ周知されている点も評価をしたい。今後の

課題として、区内の様々な団体等との連携もさらに深め、「する」スポーツだけではなく、「見る・支

える」スポーツという観点から、新しい取り組みの検討が望まれる。 

 

② 分野別目標２ いつでも、どこでも、だれでも気軽に楽しめるスポーツ活動の促進 

前年度の課題を踏まえた評価をすると、今年度は、スポーツ推進委員を中心に課題の解決に

向けて対応している点を評価したい。また、障害者スポーツの体験会事業も積極的に取り組んで

いる点を評価したい。今後の課題として、体育協会及びスポーツ推進委員も含め、多くの関連する

方々との連携を図り、様々な課題を解決していただきたい。また、障害者スポーツについては、体

験会の実施だけではなく、共生社会に向けた事業内容の工夫にも期待したい。 

 

③ 分野別目標３ スポーツ活動を支える環境の整備 

 前年度の課題を踏まえた評価をすると、今年度は、ハード面の改築工事などが進み、区民にと

って有益な環境を提供している点を高く評価したい。また、ソフト面においてもスポーツ推進委員

の活性化に着手している点を評価したい。今後の課題としては、スポーツボランティアの中から区

のスポーツの振興に関われる人材の育成などが重要になるため、様々な視点から人材の育成に

着手することを期待したい。 

 

④ 分野別目標４ スポーツを通じた仲間づくりと交流 

 前年度の課題を踏まえた評価をすると、スポーツボランティアの登録数や派遣人数が多く、交流

事業が充実している点を高く評価したい。今後の課題として、多様な参加者の仲間づくりや交流

活動などの情報発信も含め具体的な取り組みを検討し、実施されることを期待したい。 

 

⑤ 分野の総評 

  コロナ禍において、スポーツ参加の関わり方も大きく変わろうとしている。従来のような対面式の

イベントだけではなく、オンラインなどの活用により、新たな参加者を増やすことも可能になると思わ

れる。また、多様なニーズに対応できるよう、様々な視点からの情報発信やスポーツ活動の提供が

重要と考える。スポーツ活動を支える環境整備は、ハード面、ソフト面共に進んでいる点を評価し

たい。また、スポーツボランティアの参加など、区内のスポーツ振興が活性化されつつある。今後

は、この参加者を育て、区のスポーツ振興の中心となり、更なる活性化を目指していただきたい。 
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第４章 文化芸術分野の点検・評価 

１．対象事業 

（１）文化芸術分野における主要な事業 

分野別目標１ だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり アカデミ

ー計画 

実施計画

事業 

重点

施策 

1 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施 ○ ○  

2 I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんなで親しむ「能

（Noh）プロジェクト」〜 

 ○  

3 事業提携楽団によるコンサート ○ ○  

4 小・中学生のための出前コンサート ○ ○  

5 文の京コミュニティコンサート ○ ○  

6 日本ドイツ親善交流演奏会   ○ 

7 小・中学生のための歴史教室 ○   

8 文京ミューズフェスタ ○   

9 子ども俳句大会 ○   

10 親子向けコンサート ○ ○  

11 紙媒体による情報提供 ○ ○  

分野別目標２ 文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援    

12 「アートウォール・シビック」への作品展示 ○   

13 観客参加型公演 ○ ○  

14 朗読コンテスト ○   

15 かるたの街文京を発信！  ○  

16 まるキャンマーケット～夏の陣、冬の陣～   ○ 

17 吹奏楽アンサンブルコンテスト ○ ○  

18 楽器演奏指導 ○ ○  

19 舞台芸術創造事業（大ホール） ○ ○  

20 舞台芸術創造事業（小ホール） ○ ○  

21 シビックコンサート ○ ○  

22 カレッジコンサート ○ ○  

分野別目標３ 「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり    

23 史跡めぐり ○   

24 文の京ゆかりの文化人顕彰事業 ○ ○  

25 文の京ワークショップ ○   

26 新・観潮楼歌会 ○   

27 「文の京文化発信プロジェクト」 ○ ○  

28 盛岡市との友好都市提携記念事業   ○ 

29 文京ふるさと歴史館友の会の支援 ○   

30 文京ふるさと歴史館常設展示解説ボランティア ○   

31 森鷗外記念館解説ボランティア ○   

32 技能名匠認定事業 ○   

33 「来て見て体験」文京の伝統工芸  ○  

34 文京ふるさと歴史館特別展 ○   
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35 文京ふるさと歴史館収蔵品展 ○   

36 森鷗外記念館特別展・コレクション企画 ○   

37 映像資料調査・保存事業 ○   

38 指定文化財等の保護・保存と管理 ○ ○  

39 文の京ミュージアムネットワーク ○   

40 コンピューターによる館内閲覧システム ○   

41 文京ふるさと歴史館だより・年報の発行 ○   

42 森鷗外記念館ニュース・年報の発行 ○   

 

 

（２）分野別事業数 

主要事業、主要事業を除き区が実施する各分野の事業数は、以下のとおり（再掲事業を含む）。 

分野別目標 主要事業 その他の事業 

【分野別目標１】 

だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり 
11事業 5事業 

【分野別目標2】 

文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援 
11事業 0事業 

【分野別目標3】 

「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり 
20事業 8事業 
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２．主要な事業の成果に対する評価 

（１）分野別目標１ だれもが文化芸術に親しむことができる仕組みづくり  

 

【取組状況の評価】 

①能への理解を深める機会の創出 

   能プロジェクトの実施にあたり、鑑賞プログラムの演目を前年度から変更するとともに、体験プ

ログラムに謡の体験を新たに盛り込むことで、過去の参加者にも新たな発見をしてもらう機会と

なり、参加者の増に繋がっている。 

《関連事業 2》 

②事業提携団体の認知度の向上 

区と（公財）文京アカデミーが事業提携している団体等のシビックホールでの公演は、年間を

通じて開催しており、固定のファンが多く、安定的な来場者を得ている。 

また、事業提携団体の協力により、（公財）文京アカデミーは親子が一緒に楽しめるコンサー

トを自主制作で開催しており、観客から好評を得ており、評価できる。 

《関連事業 3、4、10、13》  

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）文化芸術への興味や知識を高める 

事業提携団体によるシビックホールでの公演や小・中学校への出前コンサート等を通して、

区民の文化芸術に対する興味・関心が高まり、事業への参加がさらに促進されると考えられる。

今後は、区民のニーズにあったプログラムの実施について検討する必要がある。 

（２）だれもが参加しやすい仕組みづくり 

（公財）文京アカデミーの自主制作による親子向けのコンサートを開催しており、観客から好

評を博している。今後は、より多くの方にホール事業に参加してもらえるよう、対象者を拡大した

新たなコンテンツの検討が必要である。 

令和２年度に実施した文京シビックホールリモートコンサート・シリーズは、外出が難しい状況

にある方が気軽に参加できる取組であり評価できる。今後は一層周知に努められたい。 

（３）多様な主体・媒体による情報提供の仕組みづくり 

区報やホームページ、（公財）文京アカデミーの情報紙やホームページ、ＳＮＳ等により、事業

についての情報提供がされている。区民の興味・関心をさらに高め、事業への参加促進を図る

ため、公演内容の解説等、より踏み込んだ情報の提供を検討する必要がある。 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①能への理解を深める機会の創出 

能プロジェクトは参加者が多く、限られた時間内で数種類の能の体験をしてもらうプログラムになっ

ているため、流れ作業のように参加者を移動させてしまうことがある。能に対する一時的な関心の喚

起も重要だが、関心を継続し、深掘りしていく機会を作っていくことも今後は重要である。 

②事業提携団体の認知度の向上 

区及び文京アカデミーと事業提携している団体について、区民の認知度が向上することで、地域

とのつながりが生まれ、事業への参加も促進されると考えられるため、周知に努められたい。 
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【参考事業】 

■事業２ I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんなで親しむ「能（Noh）プロジェクト〜 

事業概要 

子どもたちに区内の貴重な文化資源である能に興味を持ってもらえるよう、公益社団法人宝生会と

連携し、「鑑賞」と「体験」を交えた能に係るプログラムを実施する。 

事業実施内容 事業実績 

実施日：8月18日（日） 

会場：宝生能楽堂 

内容：能「小鍛冶」の鑑賞や能楽堂バックステー

ジツアー、楽器・装束、謡、ARメガネの体験を実

施。 

当初予定数 320人 

実績数 259人（235人）（340人） 

申込数 442人 

成果 課題 

子どもたちに普段あまり触れることのない能の鑑

賞・体験の場を提供し、伝統文化に親しんでもら

うことができた。 

当日の参加者数が伸び悩んでいるため、実施

時間や内容を再度検討する必要がある。 

課題解決に向けた取組 

繰り返し参加しても新たな発見があるよう、新し

い演目や体験の追加等、事業内容を工夫して

いく。 

 

■事業３ 事業提携楽団によるコンサート 

事業概要 

区及び文京アカデミーと事業提携を結ぶ、東京フィルハーモニー交響楽団及びシエナ・ウインド・

オーケストラの協力によりコンサートを開催する。 

事業実施内容 事業実績 

響きの森クラシック・シリーズ 

Vol.68 5月18日（土）実施 1,653名 

Vol.69 9月14日（土）実施 1,644名 

Vol.70 1月25日（土）実施 1,615名 

フレッシュ名曲コンサート ランチタイムコンサ

ート 5月10日（金）実施 269名 

シエナ・ウインド・オーケストラによるコンサート 

12月24日（火）実施 1,732名 

当初予定数 6,796人 

実績数 6,913人（6,349人）（6,588人） 

申込数 － 

成果 課題 

事業提携楽団である東京フィルの「響きの森クラ

シック・シリーズ」及びシエナ・ウインド・オーケス

トラの公演は、共に固定のファンが多く、一定の

来場数を見込むことができる。 

ホールの来場者を増やすため、さらなる顧客の

獲得と定着を図る必要がある。 

課題解決に向けた取組 

公演の見どころガイドやユーチューブによる出

演者インタビューなどをホームページに掲載し、

ファンのすそ野拡大を図る。 
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（２）分野別目標２ 文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援 

 

【取組状況の評価】 

①アートウォール・シビックの利用促進 

福祉関係団体や区内学校に個別に声掛けをし、事業趣旨等の説明を行ったことで、前年を

上回る申込みに結びつけることができている。 

《関連事業 12》 

②身近な場所で音楽に親しむ機会の拡充 

シビックセンター内オープンスペースでのシビックコンサートやホールで開催するカレッジコン

サート、区内文化施設等を会場にしているコミュニティコンサート等、無料で観覧できる公演が

複数開催されており、誰でも身近な場所で気軽に音楽を楽しめる機会が提供されている。 

《関連事業 5、17、21、22》 

  

【課題と今後の対応・方向】 

（１）鑑賞・参加・創造・発表の機会と場所の充実 

   次年度からのシビックホールの改修に伴い、新たな鑑賞・発表機会等の確保が求められる。

区内に所在する文化芸術施設に協力してもらうことにより、発表の場の喪失を防ぐとともに、広く

区民に文化に触れる機会を合わせて創出されたい。 

（２）文化芸術活動をする人・団体への支援 

   区内文化芸術活動団体等との連携を図り、コロナ禍においても新型コロナウイルス感染拡大

防止対策を取りながら、区民や団体等が文化芸術活動を行うことができるよう、事業内容の調整

など支援を行う必要がある。 

（３）人材の育成と活動支援 

   文化芸術活動の担い手の高齢化が進んできていることから、新たな担い手を育成していくた

めにも、子どもの頃から文化に触れるきっかけとなる事業を展開するとともに、伝統文化親子教

室等を利用する区内文化芸術活動団体等への支援を行う必要がある。 

 

  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①アートウォール・シビックの利用促進 

アートウォール・シビックにおいて、例年展示を行っていた団体が、メンバーの高齢化等の様々な

要因から作品制作が困難になり、応募ができなくなることもある。展示スペースの物理的な制約もある

中で、新たな出展団体の開拓を行うなど、取り組みの工夫が求められる。 

②身近な場所で音楽に親しむ機会の拡充 

毎月開催しているシビックコンサートは、シビックセンターでランチタイムに誰でも気軽に音楽を楽

しめる機会を創出しているが、日中に足を運ぶことのできる観客にその機会が限られている。仕事や

学校帰りの人も立ち寄れる夕方などの時間帯に開催し、より多くの人が音楽に親しめるように機会の

拡充を検討されたい。 
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【参考事業】 

■事業１２ 「アートウォール・シビック」への作品展示 

事業概要 

若手芸術家の育成を図るため、シビックセンターの壁面を利用して平面美術作品の展示を行う。 

事業実施内容 事業実績 

11回実施（3月は中止） 

出品者数166人、出品点数427点 

 

かるたの街文京を発信！パネル展、なが～いな

がいぞ展、文京の街角ノスタルジア写真パネル

展、文の京跡見学園女子大学書道展、都立工

芸高校デザイン科紹介パネル展、まどろみセプ

テンバー、本郷美術学院展、Will Jiang展、きず

なーと/リアン文京、美it展、民族文化を描く展 

当初予定数 － 

実績数 166人（86人）（98人） 

申込数 166人 

成果 課題 

区民に作品発表の場を提供するとともに、来庁

者が気軽に美術作品に触れる機会を提供する

ことができた。 

前年度と比較すると、出品者数は増えている反

面、出品者は固定されつつある。 

課題解決に向けた取組 

出品実績が無い学校や施設等にも個別に声掛

けを行い、新たな出品者の参加を促すことで、

事業の活性化を図っていく。 

 

■事業２１ シビックコンサート 

事業概要 

クラッシック、ポップス、ジャズ等、様々なジャンルの音楽を、区内の大学及び専門学校生が演奏す

るランチタイムコンサートを実施する。平成28年度より、財団の指定管理事業として実施。 

事業実施内容 事業実績 

【平成８年度～】 

日時 毎月1回開催（原則第4水曜日）12：15～

12：45 

会場 区民ひろば 

観覧者数 延べ2,281人 

2･3月については、新型コロナウイルスにより中止 

当初予定数 年12回 

実績数 年10回（年12回）（年12回） 

申込数 － 

成果 課題 

出演する学生にとって、観客の前で演奏する絶好

の機会となっている。また、オープンスペースでの

無料コンサートであり、誰でも気軽に音楽を楽し

むことができる。 

音量の大きい楽器を使用した場合、区民ひろ

ば周辺の部署の業務に影響がある。 

課題解決に向けた取組 

事前に関係部署に内容を知らせ、協力を仰い

でいく。 
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（３）分野別目標３ 「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり 

 

【取組状況の評価】 

①文京ふるさと歴史館の展示・広報の充実 

 特別展及び収蔵品展とも、テーマの設定や展示方法に工夫を凝らすことで、多くの方が興味

を持ち、楽しめる展示が行われている。年報については、まだ一部であるが図書館で公開され

ている。 

《関連事業 34、35、41》 

②観光分野との連携 

文京ふるさと歴史館を観光デジタルスタンプラリーのスポットの一つとするなど、観光分野との

連携が図られている。 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）地域の伝統や歴史に親しむ機会と場所の提供・充実 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行った上で、史跡めぐり・文の京ゆかりの文化人顕

彰事業・森鷗外記念館での新・観潮楼歌会などの事業を行われたい。 

（２）「文の京」の伝統文化を守り、伝える人材の育成と活動支援 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策により、文京ふるさと歴史館・森鷗外記念館の解説ボ

ランティアは活動休止している。ボランティアによる対面での解説以外の伝える活動を支援する

必要がある。 

（３）文化資源の再発見と保存・活用の推進 

文京ふるさと歴史館・森鷗外記念館とも、今後の周年事業等を機会として、地域の魅力をより

多く発信されたい。観光をはじめ、教育等の分野とも連携を図っていく必要がある。 

（４）文化資源に関する情報収集・整理と発信 

文化資源の現物を見ること、現地に行くことの重要性を踏まえつつ、一方で映像の発信など、

新たな技術を使ってより多くの方に情報を提供する方策を検討する必要がある。 

  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①文京ふるさと歴史館の展示・広報の充実 

文京ふるさと歴史館の特別展は、毎回とても質の高いものになっているが、展示作品の数や展示

方法などを工夫し、だれでも楽しめるように取り組んでほしい。また、関係者向けに作成している年報

は、一般の方が読んでも興味深い内容であるため、より多くの方に施設を知ってもらうツールとして必

要である。 

②観光分野との連携 

博物館を文化資源としてだけでなく観光資源として活用する流れもあり、観光分野と連携した事業

の企画などが今後求められる。 
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【参考事業】 

■事業３４ 文京ふるさと歴史館特別展 

事業概要 

文京区の歴史や文化に関することをテーマに設定し、資料収集、調査研究した成果を多角的

に掘り下げた特別展を開催する。 

事業実施内容 事業実績 

文京区の歴史や文化に関することをテーマに設

定し、資料収集、調査研究した成果を多角的に

掘り下げ、館蔵資料を主体に、他機関で所蔵す

る資料を借用して特別展示を開催する。 

当初予定数 － 

実績数 4,138人（3,837人）（2,859人） 

申込数 － 

成果 課題 

文京区史をはじめとする、過去の刊行物・書籍

等では取り上げられる機会の無かった歴史や文

化を再発見し、周知することができた。 

来館者数が漸増の傾向にあるが、更なる新規来

館者の増加について検討する必要がある。 

課題解決に向けた取組 

これまで光のあたりにくかった文化資源の発掘と

活用に向け、来館者アンケートなどに基づき改

善点を抽出し、より魅力ある展示としていく。 

 

■事業４１ 文京ふるさと歴史館だより・年報の発行 

事業概要 

文京の歴史・文化に関する情報や、歴史館の事業、調査研究成果等について周知する。 

事業実施内容 事業実績 

文京の歴史・文化に関する情報や、歴史館の事

業、調査研究成果等を冊子にまとめ、周知す

る。 

当初予定数 
6,500部（歴史館だより6,000部 

年報500部） 

実績数 6,500部（6,500部）（6,500部） 

申込数 － 

成果 課題 

区民・関係機関・来館者などに事業等を周知が

できた。 

歴史館だより 6,000部 

年報         500部 

歴史館だよりは現在２色刷りであるが、より興味

を持って見てもらう工夫が必要である。年報につ

いても、より多くの方に見てもらえる機会を増や

す必要がある。 

課題解決に向けた取組 

歴史館だよりは、現物の色が伝わりやすくするよ

うカラー化等を検討する。年報は、バックナンバ

ーで残部のあるものを配架し、希望する来館者

が持ち帰れるようにしていく。 
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３．分野別目標に対する事業を通じた達成状況 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者）  

生涯学習・文化芸術分科会座長 田中 雅文 

 

① 分野別目標１ だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり 

能への理解を深める事業と事業提携団体の公演については、参加者増や固定ファンの定着な

どにより、文化芸術に親しむ区民層の広がりがみられる。今後は、区民のニーズにあった事業の実

施、情報提供の方法の刷新などに力を入れる必要がある。 

 

② 分野別目標２ 文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援 

アートウォール・ビックの利用促進及び身近な場所で音楽に親しむ機会の拡充は、順調に進ん

でいるとみてよい。今後は、新型コロナウイルスへの対応の一環として、オンラインで鑑賞できるよう

な仕組みを整える必要がある。 

 

③ 分野別目標３ 「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり 

文京ふるさと歴史館においては、幅広い層の利用促進がなされている。今後は、観光分野との

連携、人材養成、新型コロナウイルス対応などを充実させることにより、「文の京」の文化の伝承を

充実したものにしていく必要がある。 

 

④ 分野の総評 

文化芸術の普及と継承について、さまざまな工夫を凝らしていることは評価できる。今後は、観

光や教育等の他分野との連携、コロナ禍における文化芸術の普及策の検討など、多様な視点にも

とづく展開が期待される。 
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第５章 観光分野の点検・評価 

１．対象事業 

（１）観光分野における主要な事業 

分野別目標１  

観光資源の発掘・保護を通じた文京区の魅力・個性の創出 

アカデミ

ー計画 

実施計画

事業 

重点

施策 

1 観光写真コンクール ○   

2 肥後細川庭園周辺地域の魅力創出事業 ○   

3 展望ラウンジ観光拠点化事業 ○  ○ 

4 まち並みウォッチング ○   

5 文の京都市景観賞 ○   

6 歴史的建造物の活用 ○   

7 文の京ゆかりの文人支援事業 ○   

8 文の京ゆかりの文人銘菓 ○   

9 観光リーフレット作成 ○ ○  

10 コミュニティバス「Bーぐる」運行事業 ○   

11 自転車シェアリング事業 ○ ○  

12 無料公衆無線 LANの整備 ○ ○  

13 観光インフォメーション ○ ○  

14 観光 PRポスター作成 ○   

15 文京区デジタルジャーニー〜展望ラウンジからつながる観

光情報発信〜 

 ○  

16 インバウンド歓迎戦略2019～外国人まるごとおもてなしプラ

ン～ 

  ○ 

分野別目標２ 情報の収集・活用による来訪の促進    

17 観光ガイド事業 ○ ○  

18* 歴史的建造物の活用 ○   

19* 文の京ゆかりの文人支援事業 ○   

20* 文の京ゆかりの文人銘菓 ○   

21 フィルムコミッション事業 ○   

22 花の五大まつり等助成 ○ ○  

23 国内交流事業 ○ ○  

24 食材購入費補助事業   ○ 

分野別目標３ 持続可能なまちづくりを支える仕組みづくり    

25 観光協会振興助成 ○   

26 バリアフリーの推進 ○   

27 区内統一案内標識整備 ○   

28 外国人おもてなし隊育成事業 ○ ○  

  *がついている事業は再掲 
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（２）分野別事業数 

主要事業、主要事業を除き区が実施する各分野の事業数は、以下のとおり（再掲事業を含む）。 

分野別目標 主要事業 その他の事業 

【分野別目標１】 

観光資源の発掘・保護を通じた文京区の魅力・個性の創出 
16事業 2事業 

【分野別目標2】 

情報の収集・活用による来訪の促進 
8事業 6事業 

【分野別目標3】 

持続可能な観光まちづくりを支える仕組みづくり 
4事業 3事業 
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２．主要な事業の成果に対する評価 

（１）分野別目標１  観光資源の発掘・保護を通じた文京区の魅力・個性の創出 

 

【取組状況の評価】 

①観光写真コンクールの改善 

観光写真コンクールの入選作品を区の観光ＰＲポスターへ活用しているほか、写真素材とし

て各種媒体に提供するなど、本区の魅力を生き生きと伝える役割を果たしている。 

《関連事業 1》 

②新しい視点を取り入れた観光リーフレットの作成 

文京グルメマップは、３年に１度の見直しに合わせ、リーフレットから冊子タイプに刷新し、掲

載情報の充実を図るとともに、日本語のＷＥＢ版を全面改修したことにより、まち歩きやスマホユ

ーザー等の利便性が向上している。 

《関連事業 9》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）文京区の魅力や個性につながる新たな資源の発掘 

観光写真コンクールは、新型コロナウイルス感染症の影響により、写真の募集は行わず過去

の入賞作品等の展示を行う「文京区観光写真展」を実施したが、今後は、SNSを活用した新たな

応募方法や外国人部門を取り入れる等、区内外からの応募者の促進を図る必要がある。 

（２）「文の京」ならではの魅力の向上と新たなストーリーの展開 

文京区ならではの新たな魅力を見出し、関心を高めるために、区民ニーズをとらえた観光土

産品を検討する必要がある。 

（３）区内の回遊性を向上させる誘導の環境づくり 

  区内の公共交通不便地域の解消のため、コミュニティバス「Ｂーぐる」の新規路線を令和3年

度上半期に運行開始することを受け、関係機関との協議・調整を進めていく。また、新型コロナ

ウイルス感染症の影響による交通需要の変化に注視しながら、老朽化したバス車両の更新やイ

ベントの実施により、既存路線の利用者数の維持・拡大が必要である。 

 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①観光写真コンクールの改善 

165万人が来場する花の五大まつり等において、多くの方が写真を撮っているはずだが、応募点数

は 461 点であり、写真コンクールへの応募に至っていないケースが多いと考えられる。スマートフォン

で撮った写真を気軽に応募できるようにするなど、応募点数が増加する工夫を期待する。また、外国

人にとって魅力的な写真の掲載や外国人部門を設けるなど、外国人の視点を積極的に取り入れるこ

とも検討されたい。 

②新しい視点を取り入れた観光リーフレットの作成 

観光ガイドマップを刷新し、配布部数は、18,000 部以上増加した。今後は、観光スポット等の知見

を深めるという切り口だけでなく、スポーツや健康等の要素も取り入れ、観光とスポーツをリンクさせた

内容も盛り込んだガイドマップの作成について検討されたい。 
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（４）文京区の魅力や個性を伝える仕組みづくり 

スマートフォンの普及等により、ホームページやＳＮＳ等のインターネットによる情報収集が主

流となり、SNS等のWEBを活用した情報発信を強化する必要がある。 

 

【参考事業】 

■事業1 観光写真コンクール  

事業概要 

区内の名所・旧跡等の歴史文化遺産や文京花の五大まつり等の風物詩、現代のまちの表情を広く

紹介する観光写真コンクールを実施する。 

事業実施内容 事業実績 

第58回 文京区観光写真コンクール 

(募集期間）８月1日～９月21日 

（表彰式） 11月８日 

（写真展） 11月８日～１１月10日 

当初予定数 － 

実績数 514点（461点）（395点） 

申込数 514点 

成果 課題 

応募点数が前年度に比べ５０点以上増加

し、文京区の魅力を多方面にＰＲすることが

できた。 

本区の魅力発信向け、効果的な実施方法を検討す

るとともに、区民以外の認知度を高める必要がある。 

課題解決に向けた取組 

ＳＮＳを活用した写真コンクール等の実施を検討する

とともに、周知方法の工夫を図り、区外からの応募を

促進する。 

 

■事業9 観光リーフレット作成 

事業概要 

区内観光施設や名所・旧跡を紹介する日本語版及び外国語版のリーフレット等を作成する。 

事業実施内容 事業実績 

・観光ガイドマップ 

日本語版58,000部、英語版6,000部、中国

語版 (簡体字 )2,000部、中国語版 (繁体

字)2,000部、ハングル版1,000部を作成 

・文京グルメマップ 

リーフレットの全面改訂を行った。 

日本語版80,000部（外国語版はWEBのみ）

作成 

当初予定数 － 

実績数 149,000部（107,000部）（126,000部） 

申込数 － 

成果 課題 

シビックセンター1階観光インフォメーション

及び25階展望ラウンジ並びに東京シティア

イ等での配架のほか、区内観光関連施設

や宿泊施設等での配布を行うとともに、ま

つり等のイベントで来場者に配布すること

により、区内外へ本区の情報を広く発信す

ることができた。 

区の魅力をよりわかりやすく伝えるために、掲載コン

テンツの充実を図る必要がある。 

課題解決に向けた取組 

WEBとの連動や、人気の高いアニメ関連のコンテン

ツとの連携など、既存のガイドマップが多くの人に求

められるものにする。 
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（２）分野別目標２ 情報の収集・活用による来訪の促進 

 

【取組状況の評価】 

①区と友好関係にある自治体との交流事業の拡充 

 石川県金沢市及び熊本県玉名市とそれぞれ相互協力等に関する協定を締結したことにより、

今後の国内交流の新たな広がりに期待する。 

文京区国内交流・連携事業補助事業では、区内の団体が全国各自治体の団体と文化やスポ

ーツ関連の事業を通じて相互交流を深めることができている。 

文京区国内交流自治体食材購入費補助事業では、食を通して協定等締結自治体の認知度

向上に寄与している。 

《関連事業 23、24》 

②区外への広報の促進 

    フィルムコミッション事業で区有施設がメディアで取り上げられることにより、区の魅力を多方

面に発信することができている。 

《関連事業 21》 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）区内外における文京区の観光ニーズの把握 

  観光ガイド事業は、新型コロナウイルス感染症対策を講じた実施方法を検討するとともに、観

光ガイドが持つ豊富な知識を生かした新たな事業の検討が必要である。 

（２）文京区の地域ブランド力向上 

文京区の地域ブランドを向上させ積極的にＰＲしていくために、区民及び来訪者等のニーズ

をとらえた観光土産品を検討する必要がある。 

（３）効果的な双方向の観光情報発信 

フィルムコミッション事業は、多くのメディアに対し、広く区内のロケーションを発信する必要が

あるため、区有施設だけでなく民間施設の情報も収集すべきである。 

（４）活気ある交流の仕組みづくり 

文京区国内交流自治体食材購入費補助事業交付決定店舗を巡る「食めぐりスタンプラリー」

の実施等により、協定等締結自治体の認知度向上及び魅力周知を図り、更なる住民間の交流

促進につなげていく必要がある。 

 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①区と友好関係にある自治体との交流事業の拡充 

区と友好関係にある自治体とのスポーツ・農業体験等のイベントを通じ、住民同士の交流を進める

ことで、相互の自治体に観光で訪れる動機を高める必要がある。 

②区外への広報の促進 

民間企業等へのパブリシティの方法を工夫し、区外に向けた情報発信を積極的に行うことにより、

フィルムコミッション事業及び文京花の五大まつり等の周知や、区への来訪者の増加につなげる必

要がある。 
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【参考事業】 

■事業21 フィルムコミッション事業  

事業概要 

映像制作事業者を積極的に誘致するとともに、円滑なロケーション撮影を行うための各種申請、調

整等のサポートを行う。 

事業実施内容 事業実績 

撮影協力実績：14件 当初予定数 － 

実績数 14件（9件）（5件） 

申込数 － 

成果 課題 

区有施設がメディアで取り上げられることにより、

区の魅力を多方面に発信することができた。 

より多くのメディアに対し、広く区内のロケーショ

ンを発信するとともに、スムーズなサポートを行

い、申請時の負担軽減を図る必要がある。 

課題解決に向けた取組 

区内民間施設情報の収集を行うとともに、庁内

関係各所との迅速な情報共有を行い、撮影に

向けた調整等をサポートする。 

 

■事業24 食材購入費補助事業  

事業概要 

区内で営業する飲食店が、本区と交流のある自治体で生産された食材を活用して料理を提供した

際に要した費用の一部を補助する。 

事業実施内容 事業実績 

協定等締結自治体と食を通した交流の活性化

を図り、住民間の交流の促進につなげるため、

同自治体で生産された食材を活用して料理を

提供した区内飲食店に対し、食材購入費の一

部を補助した。 

補助件数：10件、補助金額：365,000円 

当初予定数 10件 

実績数 10件 

申込数 14件 

成果 課題 

協定等締結自治体産の食を通じて、多くの区民

に協定等締結自治体の魅力を周知することが

できた。 

本補助事業及び交付決定店舗を幅広く周知

し、より多くの区民に、区の協定等締結自治体を

認知してもらう必要がある。 

課題解決に向けた取組 

補助内容の充実を図るとともに、交付決定店舗

を巡るスタンプラリーの実施等により、協定等締

結自治体を知ってもらう機会を増やす。 
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（３）分野別目標３ 持続可能な観光まちづくりを支える仕組みづくり 

 

【取組状況の評価】 

①効率的な事業の実施 

観光協会と共催で実施したSky View Lounge VARは、毎月の定例的な開催により入場者数も

安定し、本区の観光振興の発展に係る事業の充実につなげることができた。 

《関連事業 25》 

②区内企業との連携 

区内企業と連携した事業の構築に向け、引き続き情報収集に努めながら検討を進める必要

がある。 

 

【課題と今後の対応・方向】 

（１）観光を通じた区内外のネットワーク環境の構築 

新型コロナウイルス感染症により影響を受けた各種まつりの復興や観光振興につなげるため、

観光協会や各まつり実行委員会等の地域団体との連携を密にする必要がある。 

（２）安全・安心で優しいまちを実現する環境づくりの推進 

文京区バリアフリー基本構想について、令和２年度からの中間評価に向け、更なる推進が図

られるよう課題の整理を行うため、施設設置管理者へ、進捗状況に加えて未実施事業の今後の

見込みや、事業の修正について照会する必要がある。 

（３）観光まちづくりにおけるホスピタリティの醸成 

  「外国人おもてなし英語力UP講座」は、外国人の講師により、すべて英語で進行し、適度な緊

張感のもと、区民の実践的なおもてなし力の向上につながった。今後は、受講者が本講座で学

んだことが日常生活の中で実践できることを期待したい。 

 

  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①効率的な事業の実施 

観光協会と連携している事業については、評価や効果測定を可能な範囲で行い、その結果を踏

まえた効率的な事業の実施が必要である。 

②区内企業との連携 

社会貢献活動に熱心な区内の企業と連携することで、取り組みの幅が広がるのではないか。その

ためには、区内企業との接点を持つ機会を創出する必要がある。 

 



40 

【参考事業】 

■事業25 観光協会振興助成 

事業概要 

文京区観光協会の事業経費等の補助を行い、観光振興の発展と地域の活性化を図る。 

事業実施内容 事業実績 

まつり等観光PR、観光写真コンクール等の事業

運営費及び事務局職員人件費等の補助を行っ

た。 

当初予定数 － 

実績数 － 

申込数 － 

成果 課題 

観光協会が実施する事業に対して費用の補助

を行うことで、本区の観光振興発展に係る事業

の充実につなげることができた。 

観光振興の更なる充実が図られるよう、観光協

会がより主体的に事業に取り組めるよう支援する

必要がある。 

課題解決に向けた取組 

SNS等を活用した情報発信を充実することで、

新たなニーズやターゲット層を掘り起こす。 
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３．分野別目標に対する事業を通じた達成状況 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者）  

観光・交流分科会座長 山田 徹雄 

 

① 分野別目標１ 観光資源の発掘・保護を通じた文京区の魅力・個性の創出 

分野別目標１は、16件の事業を実施し、それぞれの事業を通じて、文京区の魅力の創出に寄与

している。観光写真コンクールの入選作品の掲出を通じて、文京区の魅力を視覚的に伝える役割

を果たしている。観光リーフレットの冊子化および WEB 版の改良を通じて、その利便性が向上した。

同リーフレットは、日本語版に加えて、英語版、中国語版（簡体字および繁体字）、ハングル版をも

作成している。その他の事業をも加え、目標を十分に達成していると評価できる。 

 

 

② 分野別目標２ 情報の収集・活用による来訪の促進 

分野別目標２は、情報の収集・活用によって来訪を促進することにある。友好関係にある自治体

との交流事業には、他の自治体で生産された食材を文京区の飲食店が活用する事業が含まれ、

斬新な視点が評価できる。また、フィルムコミッション事業によって区内の施設の魅力が伝えられて

いる。 

 

③ 分野別目標３ 持続可能な観光まちづくりを支える仕組みづくり 

観光協会との連携事業である Sky View Lounge VARは、観光振興との関わりにおいて、持続的

な効果を生み出している。区内企業との提携事業については、なお実現の努力を促したい。 

 

④ 分野の総評 

観光分野の各事業は、従来からの継続事業に様々な改善を重ね、充実した活動へと進化して

いると評価できる。 

コロナ禍という現状を踏まえ、コロナ後を展望しつつ、今後は抜本的な見直しが迫られることを付

記したい。 
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第６章 国際交流分野の点検・評価 

１．対象事業 

（１）国際交流分野における主要な事業 

分野別目標１ 国際理解を育む機会づくり アカデミ

ー計画 

実施計画

事業 

重点

施策 

1 地域連携活動事業 ○ ○  

2 国際理解教育の推進 ○ ○  

3 国際交流フェスタ ○ ○  

4 英語観光ガイド ○ ○  

5 JETプログラムを活用した CIRの導入   ○ 

6 ドイツ料理の日〜ホストタウン給食キャラバン〜   ○ 

7 文京クリスマスマーケット 2019   ○ 

8 文の京再発見 with 国際交流員〜ドイツの言葉と文化に触れ

る〜 

  ○ 

9 姉妹都市等との交流 ○ ○  

10 海外都市との交流の活性化 ○   

11 ホームステイ生徒交換事業 ○ ○  

12 区内大学、ボランティア団体等との協働・連携 ○ ○  

13 生涯学習講座での国際理解推進 ○   

分野別目標２ 外国人が快適に過ごせる環境づくり    

14 文京区紹介映像多言語版の公開 ○   

15 外国人の日常生活支援のための多言語化 ○   

16 通訳クラウドサービス活用による外国人相談等 ○   

17 図書館における外国語の新聞・雑誌の提供 ○   

18 配布物の多言語化（スポーツ振興課） ○   

19 配布物の多言語化（リサイクル清掃課） ○   

20 わかりやすいホームページの構築 ○   

21 わかりやすいまちの表示 ○   

22 防災対策での多言語対応 ○   

 

（２）分野別事業数 

主要事業、主要事業を除き区が実施する各分野の事業数は、以下のとおり（再掲事業を含む）。 

分野別目標 主要事業 その他の事業 

【分野別目標１】 

国際理解を育む機会づくり 
13事業 3事業 

【分野別目標2】 

外国人が快適に過ごせる環境づくり 
9事業 4事業 
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２．主要な事業の成果に対する評価 

（１）分野別目標１ 国際理解を育む機会づくり  

 

【取組状況の評価】 

①事業目的の明確化 

   国際交流フェスタは、新型コロナウイルス感染症の影響により、開催直前で中止となったが、

実行委員会においてテーマの明確化に向けた検討が行われたことは評価できる。 

《関連事業 3》 

②子どもたちが海外経験を積む機会の創出 

   文京クリスマスマーケットで実施した、姉妹都市ドイツ・カイザースラウテルン市に関するスタン

プラリーでは、多くの子どもたちが楽しくカイザースラウテルン市について知ることができ、海外

への興味・関心につながっている。 

《関連事業 1》 

③新たな情報発信方法の導入 

   英語観光ガイド事業は、ツアー参加者の増加に向け、留学生受入れ施設や日本語学校への

周知を強化したことは評価できる。引き続き、新たな情報発信についても検討を進められたい。 

《関連事業 4》 

   

【課題と今後の対応・方向】 

（１）交流の機会の拡充 

英語観光ツアーは、開始から10年以上が経過し参加人数が減少傾向にあるため、区内在

住・在学の外国人に対してアンケートを実施し、ニーズや実施方法等を検討する必要がある。 

国際交流フェスタは、新型コロナウイルス感染症により、接触を伴う体験・交流等の実施が難

しい状況であるため、オンラインでの交流事業の実施等、区内でも海外の文化に触れることの

できる機会を提供する必要がある。 

また、文京区は外国人住民に占める留学生の割合が高いため、留学生受入施設、日本語学

校や大学等と連携した交流事業を実施することで、交流の機会の充実を図られたい。  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①事業目的の明確化 

各事業の目的が抽象的であり、ターゲットを絞り込めていないため、事業の効果を判断することが

難しい。事業に参加する外国人のニーズを把握する必要がある。 

②子どもたちが海外経験を積む機会の創出 

姉妹都市であるドイツ・カイザースラウテルン市とのホームステイ事業は、応募人数も多く、区民の

関心も高いが、ドイツ側の受け入れ先が限られるなど、事業の拡大が難しい状況である。そのため、

ドイツ以外の国でも、子どもたちが海外経験を積むことができるよう、多角的な視点による検討が必

要である。 

また、多文化共生社会に対応できる人材を育成するため、国際交流フェスタ等の事業において、

小中学生が外国人とコミュニケーションを図る機会の提供を検討する必要がある。 

③新たな情報発信方法の導入 

外国人の参加率が低い事業については、情報が十分に行き届いていない可能性も考えられるた

め、外国人がよく利用するメディアで情報発信するなど、低コストで導入できる方法を検討する必要

がある。 
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（２）海外都市との交流の活性化 

新型コロナウイルス感染症の影響で、海外都市訪問団の受入れやホームステイ生徒の受入

れが中止となるなど、海外都市との交流が困難な状況であるため、人の移動を伴わない交流事

業の充実が必要である。 

（３）国際理解に向けた情報の収集・発信・共有 

  近年、外国人への情報発信や外国人との新しいコミュニケーションのツールとして「やさしい日

本語」が普及しつつある。日本人と外国人の交流を促進させる手段として、行政による「やさしい

日本語」での情報発信や「やさしい日本語」を使った留学生と交流事業等の実施を通して、区

民へ浸透させていくことが必要である。 

 

【参考事業】 

■事業１ 地域連携活動事業 

 

事業概要 

地域の行事や団体と連携して、外国人の方が日本の文化体験や日本人との交流を通じて、日本人

や日本文化を理解できる環境づくりを行う。 

事業実施内容 事業実績 

文京クリスマスマーケットにおける姉妹都市スタ

ンプラリー 

実施日 ：令和元年12月14日（土） 

参加者数：約500人 

当初予定数 － 

実績数（※） 500人（－）（－） 

申込数 － 

成果 課題 

姉妹都市スタンプラリーの実施を通して、カイザ

ースラウテルン市を多くの区民に知っていただく

だけでなく、カイザースラウテルン市に関するチ

ラシも配布することで、これまでの交流の経緯等

も広く周知できた。 

            

外国人の興味は多様であり、今後は外国人の

興味・関心等に合った内容を検討する必要があ

る。 

課題解決に向けた取組 

国際交流事業における参加者アンケート等を参

考に、外国人の興味・関心等を把握し、適した

事業を展開していく。 
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■事業３ 国際交流フェスタ  

事業概要 

日本人と外国人が、日本や世界各国の様々な文化が体験できる、国際交流フェスタを実施する。 

事業実施内容 事業実績 

第14回文京区国際交流フェスタは、令和2年2月

29日に開催を予定していたが、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため中止した。 

当初予定数 － 

実績数 －（1,100人）（1,200人） 

申込数 － 

成果 課題 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 来場者数が近年減少傾向にあるため、ニーズを

的確に捉えた改善策を検討する必要がある。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響が長引

いた場合の実施方法について、検討していく必

要がある。 

課題解決に向けた取組 

従来開催していた２月下旬から３月上旬の時期

は、留学生が出国する時期に当たるため、今後

は実施時期を変更する。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響が長引

いた場合は、WEBを活用した国際交流フェスタ

を開催する。 

 

 

（２）分野別目標２ 外国人が快適に過ごせる環境づくり 

 

【取組状況の評価】 

①外国人住民に対するサービスの向上 

多言語化サポート事業は、庁内各部署が作成する行政文書の翻訳を実施することで、外国人

住民の利便性、窓口業務の円滑化に役立っている。 

《関連事業 15》 

 

  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①外国人住民に対するサービスの向上 

外国人住民が日常生活において何に困っているのかを把握し、適切な支援を行う必要がある。文

京区では、英中韓の翻訳に取り組んでいるが、今後、「やさしい日本語」を用いて情報を発信すると

ともに、区が「やさしい日本語」を習得する機会を提供する必要がある。 
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【課題と今後の対応・方向】 

（１）区の資源を活用した、歴史文化等への理解の推進 

文京区紹介映像の多言語版（英語・中国語・韓国語）を区ホームページにて公開しているほ

か、区公式PR動画の字幕版（英語・中国語・韓国語）を公式YouTubeチャンネルで公開している。

区内外の方に見てもらう機会を増やすため、積極的に広報を行っていく必要がある。 

（２）外国人の生活・滞在に対する支援 

行政文書等の多言語化においては、英語、中国語、韓国語だけでなく、フランス語、ベトナム

語、タイ語、ネパール語、ミャンマー語にも対応しており評価できるが、今後は「やさしい日本語」

の活用や情報提供の充実に向けた検討が必要である。 

 

【参考事業】 

■事業１５ 外国人の日常生活支援のための多言語化 

事業概要 

外国人住民の日常生活に必要な行政文書の多言語化を行う。 

事業実施内容 事業実績 

庁内各課が作成する行政文書等を多言語化す

る。 

税務課：特別区民税・都民税/軽自動車税 証明

書交付申請書 

高齢福祉課：「こんにちは高齢者あんしん相談セ

ンターです」 

国保年金課：督促状 

管理課：自転車保管所案内ほか 

みどり公園課：肥後細川庭園リーフレットほか 

教育総務課：PTAとは 

学務課：運動器健診保健調査票ほか 

児童青少年課：育成室のご案内ほか 

当初予定数 － 

実績数 16文書（26文書）（13文書） 

申込数 － 

成果 課題 

庁内各部署が作成する行政文書の翻訳を実施す

ることで、外国人住民の利便性に資するとともに、

窓口業務の円滑化に役立っている。 

納期については、これまで当課で一律に

設定していたが、各課からの要望に応

じ、一部納期を早めることや、現在対応

している言語（英・中・韓）以外の外国

語等にも対応していく必要がある。 

課題解決に向けた取組 

国立国語研究所が実施した、定住外国人が

理解できる言語の調査では、「英語」よりも

「日本語」であることが示されており、本区に

おいても区民や区職員に対し、「やさしい日

本語」の周知・習得を行っていく。 

また、本区在住外国人の国籍は、中国、韓

国、米国の外にベトナムやミャンマー等東南

アジア各国が多いため、これらの言語への翻

訳対応も進めていく。 
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３．分野別目標に対する事業を通じた達成状況 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者）  

観光・交流分科会座長 山田 徹雄 

 

① 分野別目標１ 国際理解を育む機会づくり 

姉妹都市カイザースラウテルン市との提携事業を通じて、子どもたちが海外経験を積む機会を提供

することに成功している。一方、開催直前に中止となった国際交流フェスタは、少なくとも準備作業が順

調に進行していたことを指摘しておきたい。 

 

② 分野別目標２ 外国人が快適に過ごせる環境づくり 

文京区紹介映像等の多言語化によって、区の広報が国際化していること、また、行政文書等が多言

語化（英語、中国語、韓国語、フランス語、ベトナム語、タイ語、ネパール語、ミャンマー語に対応）して

いることは、外国人が暮らすためのインフラとして重要であり、大いに評価できる。 

 

③ 分野の総評 

国際理解の促進と外国人の生活支援のインフラの提供という点で、積極的に取り組んでいることが評

価できる。 
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第７章 横断的施策の点検・評価 

１．主要な事業の成果に対する評価 

（１）情報の収集・共有・発信 

 

【取組状況の評価】 

①新規参加者を増やすための周知 

 親子向けの講座など子どもの参加が可能な事業について、区報・ホームページのほか学校を

通じてチラシを配付し、より多くの対象者に情報が行きわたるよう周知されている。 

②SNSの活用促進 

ほとんどの事業の周知にSNSが活用されており、広報の手段として定着してきている。新型コ

ロナウイルス感染拡大に伴う区民施設の利用や事業の開催について、適宜SNSで情報発信さ

れている。 

③障害者や外国人などに対するきめ細かい支援 

シビックホールの音楽劇ワークショップでは、舞台手話通訳者が演者ともに舞台に立ちながら、

通訳を行うことで、観劇者の理解を促進している。 

令和元年台風19号発生時には、区HPやSNSで、やさしい日本語を使った情報発信を行った。

また、区内日本語学校と連携し、留学生とやさしい日本語を使った交流会を開催して、相互理

解を深めることができている。 

④全分野を統合した施策の推進 

 全分野を統合した施策については、引き続き検討が必要である。 

 

【課題と今後の対応・方向】 

① SNS等オンラインでの周知 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Facebook、Twitterに加え、InstagramなどのSNSを

活用し、オンラインで事業や施設利用等について情報を発信していくことが一層必要である。  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①新規参加者を増やすための周知 

チラシやパンフレットが、ターゲットに十分に行き届いていない部分がある。リピーターだけでな

く、新たに事業へ参加する人を増やすためには、不特定多数の人が情報を目にする機会を作って

いく必要がある。 

②SNSの活用促進 

SNS の活用は進んでいるが、年代や国籍などによってツールを使い分けるなど、より効果的な手

段を検討した上で、情報発信をしていく必要がある。 

③障害者や外国人などに対するきめ細かい支援 

障害者や外国人などの情報が届きにくい方に対し、分野を超えて相互に連携しながら支援する

取り組みを進めていく必要がある。 

④全分野を統合した施策の推進 

生涯学習、スポーツ、文化芸術、観光、国内・国際交流の全分野を視野に入れ、それらの資源や

拠点をめぐるウォーキングルートの作成、学習コンテンツの充実、健康増進プログラムの作成など、

各分野の情報を集約することで、全分野を統合した施策を推進してほしい。 
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（２）協働する人材の育成 

 

【取組状況の評価】 

①参加しやすい動機づくり 

 文の京生涯学習司・インタープリターやスポーツボランティアなどのボランティア事業や人材育

成事業について、積極的に周知し、参加を促すことができている。 

 

【課題と今後の対応・方向】 

① 活動内容の具体的な周知 

継続的に活動できる人材を育成するため、事業参加前に活動内容の具体的なイメージを持

ってもらい、活動前と後で参加者の認識に齟齬が生じないよう周知に工夫が必要である。参加

者の意見を収集し、事業の改善に活かすことも必要である。 

 

（３）東京２０２０オリンピック・パラリンピック 

 

【取組状況の評価】 

① 東京2020大会後のスポーツ活動の継続とレガシーの継承 

 令和元年度は、文京クリスマスマーケット2019を開催し、期間中は延べ17,100人の来場があ

り、ドイツ文化を身近に感じてもらう中で、区民の国際理解の促進につながった。また、花の五

大まつりなどの際に、「ボッチャ」の体験ブースを設置し、多くの来場者にパラスポーツに触れ

てもらう機会を提供している。 

  

【課題と今後の対応・方向】 

① 東京2020大会後のスポーツ活動の継続とレガシーの継承 

東京 2020 大会を契機に、高まってきた障害者スポーツへの関心が、一過性のものとならな

いよう、普及や理解の促進に努められたい。また、区民が聖火リレーイベントなどの大会関連

事業に、ボランティアとして参加することで培われた「支える精神」や、ホストタウン事業を通じ

て生まれた国際理解などを、大会後もレガシーとして引き継いでいく必要がある。  

前年度の課題と今後の対応・方向 

①参加しやすい動機づくり 

需要に対して人材の供給が足りていない事業もあり、協働する人材を増やしていくためにも、活

動に対する参加者のインセンティブを考えていくことが必要だろう。 

前年度の課題と今後の対応・方向 

①東京 2020大会後のスポーツ活動の継続とレガシーの継承 

東京 2020 大会を契機に、ボッチャなどの障害者スポーツやボランティアなどのスポーツを支えるこ

とへの関心が高まってきているが、一過性のものとならないよう、大会後どのように継続させていくか

検討するとともに、いかにレガシーを継承していくかについても、広い視野を持って考えていく必要が

ある。 
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